
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28年度、第 34回子どもの主張意見文コンクールにおいて、地域内、中神小学校 3名・玉川小学校 2名の生徒さんの    

5作が入選されました。お祝いの記念として、5 作目の意見文を掲載させて頂きます。  

地域の皆さん、この子供の主張意見文をご覧になって下さい。                （市民会議会員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入選  より豊かな昭島へ                            中神小学校 六年 津山 奈樹 

 私の住んでいる昭島市は、とても豊かな市だと私は思います。でもその豊かさにあまえる、それはどうかと思います。 

 私が考える昭島市の良い特ちょう。それは二つあります。 

 一つめは、水です。昭島市の水は、どこの市と比べてもおいしいと私は思います。ですが私は、四年生になって水道部のポ

スターを描くまでは、あまりおいしい水であることに感謝したことがありませんでした。 

 二つめは、一人一人の市民のやさしさです。私はまだ小学生なので歩行者でいることが多いからこそ気づいたことがありま

す。私は、土日の昼過ぎにお母さんと近くのスーパーヘ買い物によく行きます。スーパーヘ行くまでの信号がない横断歩道で

は、必ずといっていいほど車のほうがすぐに歩行者である私とお母さんにゆずって先に渡らせてくれます。もちろん歩行者ゆ

う先は基本です。しかし、私たちにゆずってくれた運転手さんの中にはきっと急いでいた人もいたでしょう。それでもゆずっ

てくれるのは昭島の人ならではだと思います。そう思ったのは、ちがう市にいくと必ずしもゆずってくれるわけではないと知

ったからです。前に家族でちがう市に買い物に行ったとき、交通量の多い道路がありました。私は、女の人が横断歩道を渡ろ

うとしているのに自動車はゆずってくれないでどんどん走りさっていくところを見ました。私はくやしくなりました。なんで

歩行者をゆう先しないのかと。非常識じゃないか、こんなのおかしい。そうやって心のおくで自分にうったえていました。そ

の時初めて昭島の人のやさしさが分かりました。私は、何か出来事がないと昭島市のありがたさが感じられず自分でもなさけ

ないなと思いました。 

 そんなすてきなところがたくさんある昭島市ですが、直さなければいけないところだってあります。 

 私が考える昭島市の直さなければいけないところ、それは駅のホームに落ちているガムなどのごみの量の多さです。私が毎

週利用している中神駅のホームは、いつもガムがたくさん落ちていてふまれてぺちゃんこの状態になっています。私はそんな

ホームが好きではありません。中神駅は一日約一万千四百人もの人が電車を利用しています。その中にガムなどを捨てた人は

何人いるでしょうか。考えただけでも胸が苦しくなります。私はガムをふむのがいやだったので最初はよけながら歩いていま

したが、周りの人は気にしないで歩いていました。だから私もいつのまにか気にしなくなっていました。その結果みんなが、

ガムが落ちているのは当たり前と思うようになってしまっているように思えます。 

 ガムだけではありません。ホームの下の線路にもときどきあきかんやプラスチックごみが落ちています。 

 このように昭島市の駅がきたなくなってしまったのは、ふだんの生活の中で一人一人がもつ心がけが足りないからだと思い

ます。最初の一人が捨てるから、後の人も「あっ捨てていいんだ。」とかんちがいをして捨ててしまいます。一人一人が気を

つければいいのです。たったそれだけで昭島市はもっと豊かな市になります。 

 私は、昭島市の豊かさにあまえるのではなく直さなければいけないところを自分たちで見つけ出せる、そんな昭島市になれ

ばいいなと思います。どんなに住みやすい豊かな市でも必ず直さなければいけないところがあります。自分たちで、大好きな

昭島市をよりよくしようとする思いを決して忘れてはいけない。私はそう思います。 

 

 

 

人口減少と人口構成の変化に医療技術の発達が加わり、死亡原因の順位変化が起き、「肺がん」が「胃がん」を抜いて一位に

なった。これらを統計・グラフを使い解り易く説明された。特に印象深かったことは、「大人用紙おむつの生産高が子供用を抜

いた」で、これが日本の高齢化した人口構成を表している。 また、肺がんは、症状が出にくいため手遅れになりやすい。唯一

大事なことは、「40歳を過ぎたら、一度はＣＴ検査をすることだ。」であった。 （国際交流部会／木村 耕作／協力広報部） 

国際交流部会（部長 薄衣修二）は、1 月 28 日（土）14 時か

ら朝日会館で東京西徳洲会病院院長の渡部和巨先生を招き、12回

目の「新年バイリンガル特別講演会」（通訳者：高橋奈緒子さん（日

本語を英語に））を開催した。タイトルは「肺がんのお話」で講演

された。 
  

▲渡部先生・通訳の高橋さん・薄衣部長   ▲ 熱心にメモを取る聴講者 

 


